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   This paper presents a case of priapism seen in 32-year-old eunuchoid male. Discussion 

was made about pathogenesis of priapism in hypogonadism with reference to priapism in 
childhood in which hypogonadism is thought to be physiologic.

1.緒 言

Priapismは 必 らず しも稀 な疾患ではな く,

文献上 にも増加の傾向にあ り,さ きに教室 の片

村等 も戦 後13年 間の本邦報告例40例 を集 め,自

験例 を加えて検討 を行つている.我 々 は 類 宣

官症 に併発 したPriapismを 経 験 したので報告

し,若 干の考察を加えた.

皿.症 例

患者=32才,男 子,会 社員.

初診:昭 和37年6月18日.

主訴:突 然の有痛性持続性勃起.

既往歴,家 族歴:特 記事項なし.

現病歴:患 者は外陰部の発育不全を自覚 してい た

が,特 に治療を加えることなく,昭 和37年5月17日 に

結婚した.

それ迄手淫の経験はあつたが,射 精をみない .結 婚

後は,凡 そ3日 に1回,性 交を行つていたが満足感は

得ていない.

6月15日,人 にすすめられて,強 精剤と称するtt木

の実"を2ケ たべた.6月17日 午前10時 頃,突 然有痛

性勃起を来たしたが,著 明な排尿困難,排 尿 痛,出

血,或 は膿の排出はなかつた.以 前にも3回 程 ,何 ら

の誘因もなく勃起し約30分 後に縮小,軽 快したことが

あったので,今 回も同様のものと考えて放置していた

が,軽 快をみないので翌18日 午前,我 々の外来を訪れ

た.

註:残 った 璽電木の実"を 薬学部生薬科に鑑 定 を仰

ぎ,GuaranaSemenと 判明した.ム クロジ

科,ブ ラジル産エキスは,3%内 外のCaffein

の外cholin,Saponin,Paulliniatanninを 含

有.

外来初診時現症:

体格,栄 養は中等度.痩 せ型で,四 肢過長目立ち,

顔面,腋 窩,躯 幹,四 肢に剛毛の発生をみない.腹 部

は平坦で,両 腎下極をふれるが異常はない 膀胱部は

圧迫によって軽度の疹痛を訴える.

陰毛の発生を認めず,陰 茎は腹壁と約90。 の角度を

なして勃起し,長 さ約5cm,根 部での周囲約6。5cm,

尿道周囲は比較的やわらかく,陰 茎海綿体はきわめて

かたく腫脹し,疹 痛を訴える(図1) .両 側陰嚢内容

は小指頭大で,前 立腺は触れない.尚,外 陰部の色素

沈着はきわめて乏しい.

尿所見:藁 黄色,沈 渣に異常所見をみない.

外来診断:1)Priapism

2)類 宙官症

外来における処置=

まず0.25%ヌ ペルカイン4ccを 以て,LI～LIIに

於て腰麻を行な う.約1時 間後に症状は全 く軽快しな

かつたので,陰 茎海綿体穿刺を2回 にわ たつて行つ

た・初回には暗黒赤色,き わめて濃厚な血液約2ccを

得・2回 目には約10ccを 得 た.何 れにも凝血は認め

なかつた.
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穿刺 後 も!依 然 症状 は軽 快 せず に疹 痛 を 訴 えた ・ こ

こで5%ブ ド慰糖 に クロ ール プ ロマ ジ ン100mgを 加

え て点滴 静注 を行 い,併 せ て イ ソ ミタ ール250mgを

筋注 。患 者は 嗜 眠状 態 に 入つ た の でそ の まま入 院 せ し

め た.

入 院後 の経 過 及 び処 置=

第1日 目;外 来 に お け る処 置 に 引続 い て,尿 道 に カ

テーテル を留 置 す る.5%ブ ドー糖,ク ロ ール プ ロマ

ジソ50mg点 滴 静注.嗜 眠 状 態 を続 け るが症 状 は 軽

快 しない.

第2日 目;陰 茎 海 綿 体 やや 軟 とな り,腹 壁 となす 角

約130。,5%ブ ドー糖,ク ロー ル プ ロマ ジ ソ100mg

点滴 静注.イ ソ ミタ ール250mg筋 注.嗜 眠 状 態 続

く。

第3日 目;陰 茎 海 綿 体更 に 軟 とな り,陰 茎 は全 体 に

浮腫状 で あ るが,留 置 カ テ ー テル抜 去 後 も排 尿 困 難 を

認め ない.5%ブ ドー糖,ク ロ ール プ ロマ ジ ン100mg

点滴静 注.イ ソ ミタ ール250mg筋 注.嗜 眠 状 態 続

く,

第4日 目;薬 剤 投与 を中 止す る.陰 茎 海綿 体 殆 ん ど

正常 に復す る(図2)

検査 成績:

1)身 体 計測:身 長169.5cm,体 重45kg,胸 囲

78Cm,指 極175cm,恥 骨 上縁 高86cm.

2)末 梢 血液 検 査=赤 血 球 数365×104,血 色 素量78

%,色 素指 数0.95,白 血 球 数5000,好 中球60,5%(後

骨 髄球1.0%,桿 状 核球44.5%,分 節 核球 皿14.5%,

璽0.5%),好 酸 球3.5%,好 塩基 球0.5%,単 球6.5%,

リンパ球29.O%.ヘ マ トク リッ ト値47.O%,出 血 時間

1「30,t,凝 固 時 間12'

赤沈30分2,1時 間3,2時 間12.

3)骨 髄 血 球 像:正 常

4)血 清 電解 質:Na136.4mEq/L,K3.4mEq/L,

Ca5.34mEq/L,Cl105.5mEq/L.

5)梅 毒血 清反 応=陰 性.

6)肝 機 能検 査,腎 機 能 検査(P。S.P.Test):正

常.

7)甲 状 腺 機 能検 査:P.B.1.5.5r/d1,B.M.R.

-2 .0%.

8)血 糖検 査:ブ ドー糖 二 重 負荷 試 験(Staub法)

で正常.

9)排 泄性 腎 孟撮 影,尿 道撮 影,膀 胱 鏡検 査;い ず

れ も,異 常所 見 を 認め な か つた.

10)尿 中17KS,170HCS排 泄 値:3日 に わ た つ て

測 定を行つ た 。

17KS(mg/day)11,01.113.5
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170HCS遊 離 型0.240.370.60

(mg/day)全 量7.516.573.04

尿中17KSの 排泄 値 は,そ の 日差 変 動が 大 きい こ と

は周 知 の如 くで あ るが,そ れ を考 慮 して も尚1.1mg

の値 は 検討 を要 す る と思 わ れ るが,一 応 表 記 した.尿

中17KSの 排泄 値 は,1.1mgの 値 を除 外す れ ば 必ず

しも低 くは な い.

11)ACTH試 験(図5)

ACTH-Z20単 位 宛3日 間 連 続 して 筋注 を 行い,

尿 中170HCSの 排 泄 値 の変 動 をみ た が正 常 の反 応

を 示 した.

図5ACTH試 験成績

AOZ7"'z20i
...

面 如

田
塑
40 一 一

〃・〃・・口

30一 一 /7κ ∫一

20 一 〈

＼
/o 一

一 『

■
一

000/2345

乃 亡ot

ノテεθ

12)ト ル コ鞍 レ線 的 計 測(Schinz法)'T7mm

(9～12mm),Lllmm(12～15mm).標 準 値 よ り若 干

小.異 常 石灰 沈 着 を認 め な い.

13)骨 年 令:19才 前 後.

14)精 液 検 査:採 取 不 能で あ つた.

15)睾 丸組 織 検査(図6):

幼 若 な未 分化 状 態 を示 す 。即 ち,未 分 化 睾丸 細 胞 よ り

な る精 細 管 が見 られ,成 熟 した 間細 胞 は 認 め ら れ な

し・.

退 院後 の 経過=

前 記 諸 検査 所 見,特 に 睾 丸組 織 検査 か ら,低 ゴナ ト

ロ ピン性 類 宙官 症(特 発 性 類宙 官 症)と 診断 し,妊 馬

血 清性gonadotropin600単1立,絨 毛 性gonadotropin

600単 位,Testosterone60mg,Dehydroepiandrost

erone60mg(帝 臓 試 供品)の 組成 を もつ 混合 製 剤 を

週6箇,1ヵ 月間投 与 したが,約2週 間に て性 欲 の 充
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進,発 症前に優る勃起を見るようになつた.そ の後

Gonagen-forte及 びEnarmon-Depotを 使用し・治

療開始約4カ 月後には陰茎は正常大とな り・陰毛の発

生も可成みるに至つた(図7)併 し尚前立腺は触知

されず,睾 丸も触診上では著変を見ない.現 在治療継

続中である,

皿.考 按

Priapismの 原 因は複雑 多岐 にわ た り,且 そ

の発生が全身疾患 の部分現象 として現れ る こと

の多いこ、とと相侯 つて・原因的分類 が多 く試 み

られている.即 ち,古 くはTaylor(1899)に

始 まり,Scheuer(1911),Hinman(1914),

Cave(1943),Smith(1950),Taushek(1950)

等 の記載がある.本 邦 に於 ては,大 越(1950)

が385例 を集計 している.

我 々の経験 した1例 は,類 宣官症 に本症を併

発している.そ もそ も本症 の発生 には,大 越等

も述べる如 く生理的勃 起現 象が絶対必要 な前提
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とされ てい る.一 方類富官症 に於 いては,健 康

人 に比 して生理 的勃起現象が起 きに くい,即 ち

Priapismの 発 生頻度が少い と考 えられ る。事

実我 々は類宙官症に本症の併発 した症例 を,内

外文献 に見 出す ことが出来 なかつた.

こ こで我 々は類宣官症 に於け る性腺の発育不

全 という点に着 目して,生 理 的な性腺の未熟状

態 にある新生児及び幼児のPriapism症 例 を,

内外文献 より試みに集 めた(表)表 示す る如

く,こ れ らの症例の全てに原因 となる基礎疾患

の存在 を認 め,而 もそれ らの基礎疾患は全 て器

質的な ものであつ て,機 能的 なもの乃至 いわゆ

る特発性なる ものは認めない.即 ち,当 然 のこ

と乍 ら成人に於 け るPriapismの 発 生 に は

Taushekの い う機能的神経性原因 として,精

神神経症,勃 起中枢の過度の興奪及び房事過度

等 の要素を考慮 しな くてはな らない.

さて,我 々の症例についてその原因を考 えね

表 新 生 児 及 び幼 児 のPriapism症 例

報 告 者(年 代)

石 山 ・大 田 黒(1955)

児 玉(1955)

Smith,K.W.(1950)

Cowe1,D.W.(1920)

Campbell

Campbell(1951)

Campbel1(1951)

武 井(1957)

藤 井 ・土 屋(1942)

Macciota,G.(1934)

年 令

12才7ヵ 月

8才

13才

9才

新 生 児

5才

9才

φ 才

7才loカ 月

10才

誘 因

急性骨髄性白血病

急性骨髄性白血病

鎌状赤血球貧血

前立腺原発のMyxosarcoma

先天性梅毒

鎌状赤血球貧血

鎌状赤血球貧皿

腰椎カリエス

慢性骨髄性白血病

急性骨髄性白血病

ばならない.患 者はPriapism発 生 の必要条

件としての生理的勃起は辛じて可能な程度の性

器発育不全のあるまま結婚生活に入 つ た もの

の,性 感も満足 し得ず,中 枢的興奮のみ過度で

あつて,結 婚後月余にして"強 精剤"と 称する

ものにすがらねばならなかつたという異常な生

活の連続に於いて,上 記 した本症発生の機能的

神経性原因が培われたと考えるのが妥当であろ

う.こ の意味に於 て,類 宙官症 とPriapismに

直 接的 な因果関係 は考 えられない 又Guarana

Semenに つ いても,そ の服用以前か ら前駆症

の あつた ことから考え ても副次的な もの と言つ

て差支えないであろう.

尚 去勢術後に本 症の発生 した症例を,国 分 ・

小谷(1949)及 びBolliger(1911)が 報 告 して

いるが,前 者 は剖見に よつて前立腺癌の陰茎転
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移を認め,後 者は陰茎海綿体の血栓性静脈炎 に

よるものである.又Finkler(1940)は24才 の

類宣官症 の患者にTestosteronepropionateを

投 与 して本症を発生 したが,硫 酸 ア トロピンに

て治癒せ しめて後,投 与を再 開 し再発 をみ なか

つた と報告 している.こ れ らの症例は器質的原

因を有するもの,男 性ホルモンを使用 した もの

で,何 れ も我 々の症例 と同一には考 え ら れ な

い.

本 症の治療はその原因がそ うである様に多岐

にわたる.詳 細は成書にゆず り,最 近LeoKr-

auss等(1961)に よ り,人 工的に低血圧 とし

た上 で海綿体穿刺を行なつて治癒せ しめた報告

のあることを附記するに止 める.

IV結 論

類宙官症 にPriapismの 併 発 した1例 を 経

験 したので報告 し,そ の発生原因について若干

の考察を加 えた.そ の際試みに生理的 に性腺の

未熟状態 にある小児のPriapismの 症 例 を内外

文献 より集 めその一助 とした.

(本論文の要旨は第20回 日本泌尿器科学会関西地方

会に於て発表した)

稿を終えるに当 り,恩 師稲田教授の終始御懇篤な御

指導と御校閲に感謝する.
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